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伊船の谷口様からご寄贈いただいた資料の中に、昭和 15年から 30年代にかけての写真が 18枚含まれていま

した。戦争中の写真がほとんどで、その中で目を引いたのがこの日の丸を振る小さな男の子の写真です。よく見

ると、男の子が着ている服のお袖も日の丸模様。戦時中の微笑ましい日常のワンシーンだと思って、写真をスキ

ャナーにかけました。ところが、スキャンしたデータを確認するためにモニターに拡大して映したところ、テー

ブルの上の松の枝が挿してある（多分紙で作った）花瓶になにか文字が書いてあることに気づきました。その文

字は「父チャン バンザイ」。 

微笑ましい写真が、その瞬間、違った意味を持ちました。この子の父親は出征し、この写真を持って戦地に赴

いたのかもしれません。 

小さな一枚の写真ですが、たくさんのことを私たちに語りかけてくれているように思います。 
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特
集 

安
政
大
地
震
の
爪
痕
② 

冬
至
に
起
き
た
安
政
東
海
地
震 

 

前
号
で
は
、
嘉
永
七
年
（
同
年
十
一
月
安
政
と
改
元
・
一
八
五
四
）
六
月
に
発
生
し

た
安
政
伊
賀
地
震
の
被
害
状
況
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
漸
く
人
心
が
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
十
一
月
四
日
の
朝
、
ま
た
し
て
も
Ｍ
８
・
４
の
大
地
震
が
起
こ
り
ま
し

た
。 最

初
に
ご
紹
介
し
ま
す
の
は
、
両
度
に
亘
っ
て
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
鈴
鹿
郡
長

沢
村
の
「
大
井
溝
普
請
願
」
で
す
。
本
史
料
は
、
左
記
①
『
大
井
溝
寄
夫
御
普
請
奉
願

候
帳
』（
嘉
永
七
年
十
月 

『
羽
田
家
文
書
』
№
１
６
０─

１
）
と
、
②
『
大
井
溝
寄

夫
御
普
請
増
坪
人
夫
奉
願
候
帳
』（
安
政
二
年
四
月 

同
№
１
６
０─

２
）
を
合
冊
し

た
も
の
で
、
末
尾
に
は
、「
其
村
井 せ

い

溝 こ
う

（
＊
１
）
普
請
、
去
冬
結
構
被
仰
付
候
処
、
其

後
地
震
ニ
而

所
々
抜
落
堀
立
難
出
来
、
無

拠

よ
ん
ど
こ
ろ
な
く

五
寸
（
約
１
５
㎝
）
勾
配
ニ
而

仕
立
候
段
、

今
度
積
り
立
を
以
増
寄
夫
願
出
候
得
共
、
再
応
之
儀
御
取
上
ヶ
無
之
、
村
方
ニ
而

取
賄
精

誠
可
申
付
筈
ニ
候
得
共
、
天
災
ニ
而

実
ニ
多
人
夫
相
掛
段
々
難
渋
歎
候
趣
も
有
之
ニ
付
、

御
時
節
柄
ニ
候
得
共
、
当
一
回
如
此
被
下
之
候
事
、」
と
、
安
政
二
年
六
月
、
増
人
夫

四
千
人
が
認
め
ら
れ
た
際
の
書
付
（
同
№
１
６
０─

３ 

右
全
文
）
が
貼
付
さ
れ
て

い
ま
す
。 

① 

「
右
者
当
夏
大
地
震
ニ
而

古
溝
悉
く
崩
込
、
井
手
通
り
ハ
大
地
割
レ
出
来
長
三
百
八

拾
間
（
約
６
８
４
ｍ
）
余
之
処
、
小
社

こ
や
し
ろ

村
稲
門
岸
ニ
付
廻
り
何
れ
茂

高
岨
ニ
而

、
場

所
ニ
寄
拾
四
間
（
約
２
５
ｍ
）
余
も
御
座
候
、
岨
之
中
段
ニ
切
付
有
之
候
間
、
下

地
洩
水
仕
、
井
口
ニ
而

壱
升
御
座
候
水
茂

五
合
（
半
分
）
ニ
相
成
、
仮
令

た

と

い

御
修
覆
被

成
下
候
共
、
洩
水
相
留
り
候
儀
難
出
来
、
弥
旱 か

ん

損
仕
歎
ヶ
敷
奉
存
候
間
、
溝
堀
替

ニ
相
成
候
様
一
統
申
出
候
、
尤
堀
替
場
所
之
儀
者
、
小
社
村
野
地
ニ
而

御
座
候
故
、

大
庄
屋
中
ゟ
右
村
方
江

御
相
談
被
下
候
処
、
納
得
仕
呉
候
間
、
御
時
節
柄
奉
恐
入
候

得
共
、
長
三
百
五
拾
壱
間
三
尺
（
約
６
３
２
ｍ
）
之
間
堀
替
ニ
被
為
成
下
候
様
奉

願
上
候
、」 

② 

「
右
者
、
当
村
井
溝
大
騒
之
御
普
請
被
為
成
下
難
有
仕
合
奉
存
、
御
仕
方
通
り
取

掛
り
、
余
程
堀
込
見
申
候
処
、
去
霜
月
頃
地
震
も
度
々
有
之
候
得
者
、
此
侭
ニ
而

者

堀
立
中
茂

危
く
奉
存
、
第
一
堀
人
之
者
共
日
々
歎
出
候
ニ
付
、
怪
我
等
之
儀
難
計
、

無
是
悲
法 の

り
壱
寸
（
差
し
渡
し
約
３
㎝
）
増
ニ
仕
、（
中
略
）
村
方
之
儀
茂

最
初
ゟ

精
誠
之
出
金
仕
、
差
当
り
出
金
之
手
段
茂

無
御
座
候
得
者
、
眼
前
村
借
財
ニ
相
成
当

惑
罷
有
候
折
柄
、
堀
立
之
儀
茂

春
ニ
到
雨
天
勝
ニ
而

御
座
候
得
者
、
深
堀
之
儀
故
、
場

所
ニ
寄
留
り
水
之
抜
キ
方
無
御
座
、
且
溝
敷
や
わ
ら
か
く
ど
ろ
浮
立
候
場
所
者
其

侭
石
垣
出
来
不
申
、
松
丸
太
敷
木
入
積
立
居
申
候
、
且
又
雇
入
人
足
之
儀
ハ
、
霜

月
地
震
ゟ
世
上
一
同
普
請
向
多
分
自
然
と
高
賃
ニ
相
成
、
別
而

石
垣
之
儀
者
溝
敷

前
書
之
儀
故
、
水
か
へ
人
足
・
敷
木
入
等
旁
ニ
而

臨
時
之
人
夫
相
掛
り
、
落
札
直 ね

段

ニ
而

ハ
出
来
不
申
、
無
拠
壱
間
口
ニ
拾
匁
宛
ニ
仕
、
此
間
増
金
拾
六
両
余
相
立
候
ニ

付
、
是
以
奉
願
上
度
奉
存
候
得
共
、
重
々
之
儀
ニ
付
奉
恐
入
、
此
儀
幷

松
丸
太
等
之

義
ハ
、
如
何
様
仕
候
而

成
共
村
方
ニ
而

取
賄
可
申
候
得
共
、
右
法 の

り
（
さ
し
わ
た
し
）

壱
寸
増
人
夫
之
儀
者
、
何
卒
一
村
御
取
立
与

被
為
思
召
候
而

、
格
外
之
御
仁
恵
を
以
、

前
書
之
増
坪
人
足
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、」
（
以
下
略
） 

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
安
政
五
年
十
二
月
に
長
沢
村
庄
屋
・
葉
田
文
七
が
記
し
た
「
御

用
拾
集
メ
留
帳
」（『
長
沢
葉
田
家
文
書
』
№
１
８
）
に
も
、 

「 
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長
沢
村 

一 

当
村
之
儀
、
下
地
無
類
之
旱
損

か
ん
そ
ん

（
ひ
で
り
の
た
め
に
生
じ
た
田
畑
の
損
害
）
村
ニ

而

極
難
渋
之
所
、
去
ル
寅
年
大
地
震
ニ
而

、
村
居
建
物
者
不
及
申
、
長
々
之
井
溝
筋
悉
く

崩
れ
込
容
易
ニ
古
井
溝
修
覆
難
出
来
候
ニ
付
堀
替
奉
願
上
処
、
御
見
分
之
上
堀
替
被
為

成
下
莫
太
之
奉
掛
御
苦
労
、
御
仕
法
之
通
無
滞
出
来
一
同
難
有
奉
存
、」 

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
築
堤
技
術
が
向
上
す
る
明
治
期
ま
で
、
水
の
確
保
と

水
害
予
防
の
両
立
は
難
し
く
、
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
堤
を
頑
丈
に
す
る
と
、
取
水
口

に
設
け
た
堰
で
水
流
が
弱
く
な
り
水
論
が
起
き
る
始
末
で
し
た
（
＊
２
）。 

『
安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震
報
告
書
』（
平
成
十
七
年
三
月 

中
央
防
災
会

議 

災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
）
に
は
、
現
太
陽
暦
の
十
二
月
二
十
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三
日
午
前
九
時
頃
に
東
海
地
震
が
起
き
、
翌
日
午
後
四
時
頃
に
南
海
地
震
が
起
き
た

事
、
東
海
道
が
地
震
と
津
波
で
寸
断
し
、
薩
埵

さ

っ

た

峠
（
現
静
岡
市
）
回
り
の
新
道
を
作
っ

た
事
、
駿
河
・
遠
江

と
お
と
う
み

・
三
河
で
二
十
九
も
の
宿
場
が
壊
滅
的
被
害
を
蒙
っ
た
事
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

鳥
羽
藩
領
の
志
摩
国
甲
賀
村
や
和
具
村
（
現
志
摩
市
）
な
ど
は
、「
高
山
の
如
き
」

津
波
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
伊
勢
国
北
部
は
幸
い
無
事
で
あ
っ
た
事
が
、『
服
部
家

文
書
』
№
４
８
４
の
「
十
一
月
四
日
朝
大
地
震
ニ
付
、
破
損
無
之
書
附
」
か
ら
も
窺
え

ま
す
（
写
真
参
照
）
。 

           

本
史
料
は
、
寺
方
村
・
西
野
村
・
平
尾
村
・
江
村
・
鵜
河
原
村
・
赤
水
村
・
海
老
原

村
・
山
之
一
色
村
・
東
坂
部
村
の
村
役
人
が
大
庄
屋
・
服
部
庄
右
衛
門
に
届
け
出
た

調
査
書
の
合
綴
で
す
が
、
何
と
西
野
村
は
「
余
程
之
大
地
震
ニ
御
座
候
処
、
当
村
之
義

潰
家
・
道
橋
・
山
落
等
無
御
座
、
其
外
人
・
牛
馬
怪
我
等
も
一
切
無
御
座
候
、」（
№
４

８
４
）「
村
方
及
見
相
調
候
処
、

聊
い
さ
さ
か

破
損
所
等
無
御
坐
候
ニ
付
、
此
段
申
上
候
、」（
№

４
８
３─

２
）
と
今
回
・
前
回
共
に
損
害
ゼ
ロ
と
記
載
し
て
い
ま
す
！ 

結
局
、
本
史
料
に
見
え
る
損
害
は
、「
堤
長
合
凡

お
よ
そ

百
間
（
約
１
８
０
ｍ
）
程
ゆ
り
割

御
座
候
、」（
山
之
一
色
村
）
及
び
前
回
の
余
波
に
よ
る
破
損
（
左
記
の
平
尾
村
）
だ
け

で
し
た
。 

「 
 

 
 

乍
恐
口
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
尾
村 

一 

去
ル
四
日
辰
中
刻
比
大
地
震
御
座
候
ニ
付
、
御
訴
申
上
候
後
、
一
昨
五
日
申
中
刻

比
ゟ
同
夜
四
ツ
時
比
迄
ニ
四
度
程
地
震
御
座
候
処
、
四
日
朝
与

者
追
々
軽
く
御
座
候
得

共
、
度
々
ゆ
り
申
候
、
夫
ゟ
引
続
尓 じ

今 こ
ん

（
こ
の
後
）
時
々
ゆ
り
申
候
、 

右
地
震
ニ
而

破
損
等
、
申
上
候
程
之
義
者
無
御
座
候
得
共
、
当
六
月
之
地
震
ニ
而

家
・
土

蔵
・
物
置
等
壁
ひ
ゞ
り

（

罅

）

候
分
、
追
々
損
し
申
候
、
堤
・
道
割
等
茂

同
様
ニ
而

、
下
地
之
割

目
口
明
キ
申
候
得
共
、
今
以
破
損
御
訴
申
上
候
程
之
義
ニ
者
無
御
座
候
、
此
段
書
付
を

以
申
上
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
尾
村
年
寄 

 
 

 
 

寅

十
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

忠
左
衛
門
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
川
清
左
衛
門
（
印
）」 

（
＊
１
）
田
の
畝 う

ね

、
又
は
村
落
の
間
に
あ
る
通
水
路
。 

（
＊
２
）
『
三
重
県
史
通
史
編 

近
世
２
』
Ｐ
７
４
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
に
は
、
「
（
大

地
震
が
起
き
た
）
去
寅
年
已
来
、
新
規
深
堀
石
筒
ニ
伏
替
」
た
事
で
、
内
部

う
つ
べ

川
の
取
水
を
巡
る
水
論

が
起
き
て
い
る
（『
服
部
家
文
書
』
№
２
９
１
） 

 
礒
部
長
恒
と
和
春
麗
賀
飛

わ

す

れ

が

ひ 
長
恒
こ
と
磯
部
宇
右
衛
門
は
、
神
戸
惣
町
取
締
と
し
て
町
奉
行
所
と
町
人
と
の
間

に
立
ち
町
政
を
担
当
す
る
と
共
に
、
菓
子
商
・
松
島
屋
を
営
み
、
足
代

あ

じ

ろ

弘 ひ
ろ

訓 の
り

門
下
生

と
し
て
父
・
東
流
と
共
に
佐
佐
木
弘
綱
・
信
綱
親
子
と
水
魚
の
交
わ
り
を
持
ち
、
正

に
三
足
の
草
鞋

わ

ら

じ

を
履
き
こ
な
せ
る
大
人

た
い
じ
ん

で
し
た
。 
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前
名
・
春
藻
と
し
て
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
書
写
し
た
『
鈴
屋
翁
小
伝
』（
＊
３
）

や
『
本
居
鈴
屋
大
人
伝
』（
＊
４
）
、
さ
ら
に
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
宣
長
自
身
の

『
遺
言
書
』
（
＊
５
）
に
貼
付
さ
れ
た
詳
細
な
「
按 あ

ん

」
（
よ
く
よ
く
調
べ
て
考
察
す
る

事
）
か
ら
も
、
長
恒
の
弛 た

ゆ

ま
ぬ
研
鑽
振
り
が
窺
え
ま
す
（
全
一
冊
・
同
「
黒
田
家
資

料
」
№
９
４
）
。
「
郷
土
資
料
室
だ
よ
り
」
第
５
号
「
史
料
紹
介
」
に
は
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
六
）
、
長
恒
が
総
町
年
寄
と
し
て
ま
と
め
た
『
旧
記
』（
同
№
８
８
）
が
詳
述

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
。 

さ
て
、
話
題
を
『
和
春
麗
賀
飛
』
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
本
書
は
巻
頭
か
ら
朱
筆
で
、

本
居
大
人
の
歌
集
・
玉
鉾
百
首
（
＊
６
）
よ
り
第
五
十
七
首
・「
世
の
中
は 

よ
ご
と

（
吉
事
）
ま
が
こ
と
（
凶
事
） 

ゆ
き
か
は
る 

中
よ
ぞ
ち
ゞ
（
様
々
）
の 

事 コ
ト

は
な

り
づ
る
」
（「
禍
福
は
糾

あ
ざ
な

え
る
縄
の
如
し
」
と
同
意
）
が
紹
介
さ
れ
、 

① 

「
嘉
永
七
年
甲
寅
正
月
元
日
よ
り
高
岡
橋
無
銭
渡
に
致
ス
、
旧
来
久
く
年
分
凡
百

両
金
計
は
、
地 じ

下 げ

方
ニ
人
夫
を
費
し
諸
人
の
銭
を
貪
り
し
か
、
斯 か

く

い
た
せ
し
ゟ
十

年
千
金
、
百
年
一
万
金
の
諸
人
を
救
ひ
の
見
積
り
也
、」 

と
、
暴
風
強
雨
の
節
は
元
よ
り
、
平
水
の
際
さ
え
、
川
越
の
筏

い
か
だ

銭
・
橋
銭
取
立
を
渡

世
と
す
る
者
が
居
る
事
を
憂
え
、
伊
勢
街
道
高
岡
橋
架
橋
に
尽
力
し
た
事
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
一
月
に
完
成
、
翌
年
正
月
よ
り
晴

れ
て
無
銭
渡
と
な
っ
た
高
岡
橋
は
、
安
政
大
地
震
に
さ
え
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
と

言
い
ま
す
（『
鈴
鹿
市
史 

第
二
巻
』
二
章
八
節
）
。
さ
ら
に
、 

②
「
同
年
春
よ
り
段
々
急 イ

ソ

ぎ
事
立
て
ゝ
御
宮
御
造
営
の
事
を
取
は
か
ら
ひ
し
に
、
遂
に

四
月
十
六
日
、
御
遷
宮
ニ
は
な
り
に
け
り
、
後
日
震
災
の
有
ら
ん
事
を
し
ろ
し
め
し
て
、

か
く

斯

速
ニ
は
成
就
し
た
り
け
ん
、
全
く
大
御

オ

ホ

ミ

神
の
大
御
こ
ゝ
ろ
な
る
へ
し
、
可
レ

た
っ
と
ぶ

尊 べ
し

々
々
、」 

こ
の
「
御
宮
」
は
旧
本
多
神
社
（
合
祀
後
、
神 こ

う

舘 た
つ

飯
野

い

い

の

高
市
本
多
神
社
と
改
称
。
神
戸

総
社
と
呼
ば
れ
、
鈴
鹿
市
神
戸
石
橋
町
に
鎮
座
）
を
指
し
、
「
長
恒
愚
考
を
廻 め

ぐ

ら
し
、

夫 そ
れ

是 こ
れ

有
志
之
者
江

相
頼
、
御
神
田
寄
附
之
儀
申
談
候
処
、
御
上
ニ
も
至
極
之
儀
与 と

被
思

召
被
下
、
同
金
拾
両
御
寄
進
ニ
相
成
候
ニ
付
、
右
ニ
而

都
合
五
拾
両
分
西 に

し

条
村
ニ
於
て
田

地
相
求
、
年
々
米
拾
匁
宛
ツ
ミ
立
、
元
利
米
ニ
て
、
廿
一
ヶ
年
ニ
米
六
百
四
拾
俵
ニ
相

成
候
、
右
ヲ
以
、
御
宮
幷

御
鳥
居
無
延
年
御
造
営
出
来
候
様
相
成
候
事
、」
と
、
社
殿
の

建
て
替
え
・
鳥
居
再
建
に
尽
力
し
た
事
が
窺
え
ま
す
。 

な
お
、
③
「
同
シ
年
比 ご

ろ

石
橋
町
橋
破
損
に
及
ひ
掛
替
可
致
、
何
分
危
難
に
相
成
候
処
…
」

の
記
事
は
、
先
述
の
「
郷
土
資
料
室
だ
よ
り
」
第
５
号
と
重
複
す
る
た
め
省
略
し
、
文

中
「
嘉
永
七
年

な

な

ね

ん

甲
き
の
え

寅
六
月
・
同
十
一
月
等
大
地
震
之
事
、
別
記
ニ
委

く
わ
し

け
れ
は

悉
こ
と
ご
と
く

略

之
、」
の
別
記
＝
『
和
春
麗
賀
扉
』
よ
り
、
該
当
の
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

写
真
左
ペ
ー
ジ
は
大
地
震
を
詠
ん
だ
長
歌
で
、
余
白
に
は
、
朱
筆
で
み
っ
し
り
と
注

釈
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 
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長
歌 

「
嘉
永
七
年
き
の
え
寅 

 
 

六
月
十
四
日
丑
の
刻 

前
代
未
聞
の
大
地
震 

 
 

同
年
霜
月
四
日
の
朝 

又
翌
五
日
の
夕 （

つ
か
た

夕

方

） 
 

思
ひ
も
か
け
ぬ
此
度
の 

両
度
の
地
震
ニ
驚
き
て 

 

周
章

ア

ハ

テ

ぬ
人
こ
そ
無
り
け
れ 

過
し
三
月
上
巳 ミ

の
日 

 
 

其
比 こ

ろ

渡 ト

来
の
異
人
共 

頻
に
交
易
望
し
に 

 
 

 

仮 カ
リ

に
許
容
の
御
条
約 

有
し
と
ぞ
聞
く
畏

カ
シ
コ

し
や 

 

天
神
地
祇
の
御 ミ

怒
に 

此
震
災
も
有
し
に
や 

 
 

同
年
霜
月
安
政
と 

改
元
に
こ
そ
成
に
け
れ 

 

二
年
十
月
十
一
日 

戌
の
刻
ゟ
江
戸
も
又 

 
 

前
代
稀
な
る
大
地
震 

 

倒
れ
し
家
蔵
数
し
ら
す 

 

死
人
は
凡
十
万
余 

 

其
余
大
風
洪
水
等 

 
 

 

諸
々
国
々
に
有
し
と
そ
」 

 

注
釈 

「
当
所
御
城
の
破
損
ハ
申
ニ
不
及
、
御
藩
中
同
様
町
方
小
山
拾
九
軒
、
其
外
町
々
ニ

て
惣
高
凡
四
拾
軒
、
半
倒
三
十
軒
計
、
大
破
の
分
数
不
知
、
寺
院
は
龍
光
寺
新
造
之

堂
・
尺
迦
堂
幷

門
・
常
善
寺
本
堂
・
妙
祝
寺
門
・
吉
祥
寺
堂
・
観
音
寺
本
堂
・
万
福
寺

本
堂
・
瑞
龍
院
本
堂
・
神
福
寺
（
＊
７
）
本
堂
・
林
光
寺
客
殿
、
右
皆
倒
れ

畢
お
わ
ん
ぬ

、
其

余
略
之
、
右
荒
増
也
、
右
大
変
ニ
も
諸
方
と
も
神
社
は
甚
無
難
也
、
当
宮
四
月
十
六

日
御
遷
宮
有
之
候
処
、
今
般
震
災

聊
い
さ
さ
か

も
破
損
之
処
無
之
、
別
而

伊
勢
御
両
宮
幷

尾
刕

熱
田
の
御
宮
・
多
度
の
御
宮
等
聊
も
御
損
じ
無
之
由
、
人
々
参
詣
甚
多
し
と
云
々
、

右
霜
月
再
度
之
地
震
、
前
ニ
較 ク

ラ

ぶ
れ
バ
甚
ゆ
る
や
か
也
、
当
所
中
破
損
の
処
尤
少 

ナ
し
、
東
海
道
尤
甚
し
と
云
々
、
地
震
の
前
両
三
日
、
富
士
山
絶
頂
ゟ
烟
を
吹
出
し

け
れ
ハ
、
只
タ
ヾ
事
な
ら
ず

と
（
マ
マ
）

、
定
而

大
変
有
へ
し
と
人
々
申
居
候
処
、
此
大
変
有

之
と
、
藤
川
の
水
上
の
村
数
十
ヶ
村
、
其
辺
の
ほ
と
り
之
山
二
ツ
に
わ
れ
て
藤
川
へ

ツ
キ
出
し
タ
リ
、
依
て
右
村
々
埋
レ
タ
リ
と
云
、
藤
川
モ
水
ヲ
セ
ギ
リ
（
＊
８
）
候

故
、
歩
行
二
而

渡
ル
計
二
相
成
候
趣
也
、
今
般
江
戸
表
無
難
の
よ
し
、
箱
根
ゟ
東
大
ニ

緩
キ
趣
也
、
其
後
、
諸
方
よ
り
来
翰
ニ
て
申
越
候
、
委
細
之
事
共
、
紙
余
白
無
之
故
略

之
、
別
本
ニ
委
し
く
記
す
、」 

「
安
政
元
年
三
月
三
日
、（
＊
９
）
於
神
奈
川
仮
ニ
交
易
御
条
約
ニ
相
成
、
其
後
天
変

地
妖
記
す
る
に
暇
あ
ら
す
、
同
七
年
三
月
三
日
井
伊
侯
七
回
忌
ニ
ア
タ
リ
て
、
桜
田

ニ
て
大
変
ア
リ
シ
も
不
思
議
也
、
此
事
人
の
知
ら
さ
る
所
也
、
然
者
聞
処
ナ
レ
ハ
記

し
置
、」 

さ
て
、
礒
部
長
恒
は
傍
線
部
分
の
よ
う
に
、
仏
寺
の
甚
大
な
被
害
に
比
べ
て
神
社

の
破
損
は
僅
少
で
あ
る
と
述
べ
る
と
共
に
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
翌
七
年

一
月
と
二
度
に
わ
た
っ
た
ペ
リ
ー
来
航
に
は
じ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
フ
ィ
ル
モ

ア
の
開
国
要
求
に
恐
れ
を
な
し
た
幕
府
が
、
日
米
和
親
条
約
を
締
結
し
、
二
百
年
以

上
続
い
た
鎖
国
を
放
棄
し
た
事
が
天
神
地
祇
の
怒
り
に
触
れ
、
大
地
震
を
引
き
起
こ

し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
、
ペ
リ
ー
来
航
当
初
よ
り
開
国
主
義
を
進

言
し
て
い
た
井
伊
直
弼
が
幕
府
大
老
に
就
任
。
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
の
厳
し
い

督
促
と
、
朝
廷
を
中
心
と
す
る
尊
皇
攘
夷
運
動
と
の
板
挟
み
と
な
っ
て
、
勅
許
を
待

た
ず
に
日
米
修
好
通
商
条
約
を
断
行
し
、
反
対
派
を
徹
底
的
に
粛
清
し
た
た
め
、
安

政
七
年
（
一
八
六
〇
）、
奇 く

し
く
も
神
奈
川
条
約
締
結
と
同
日
・
三
月
三
日
白
昼
に
、

江
戸
城
門
前
で
水
戸
・
薩
摩
の
浪
士
ら
に
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
「
桜
田
門
外
の
変
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
述
の
『
旧
記
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
長
恒
は 

「
江
府
大
地
震
ノ
事
、
板
行
之
物
有
之
、
右
ニ
委
き
故
、
爰
ニ
惣
而

略
之
、
安
政
見
聞

け
ん
も
ん

記
と
云
書
也
、」 

「
大
坂
者
、
同
七
年
十
一
月
四
日
辰
ノ
下
刻
大
地
震
、
五
日
申
中
刻
前
四
日
ニ
不
劣

大
震
、
同
日
戌
刻
、
沖
合
ゟ
大
津
浪
来
り
、
安
治
川

あ

じ

が

わ

橋
ヲ
ツ
キ
落
し
、
其
川
上
迄
舟
ノ

上
り
候
を
舟
重
り
、
微
塵
ニ
相
成
候
趣
也
、
死
人
凡
五
千
七
百
人
斗

ば
か
り

、
舩
損
候
事
凡
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二
千
艘
と
云
々
、」 

と
、
十
一
月
四
日
朝
の
安
政
東
海
地
震
、
僅
か
三
十
二
時
間
後
に
起
き
た
南
海
地
震

に
よ
る
津
波
被
害
を
朱
書
し
、
本
地
震
に
ま
つ
わ
る
注
釈
を
終
え
て
い
ま
す
（
震
源

地
と
地
震
規
模
に
つ
い
て
は
、「
郷
土
資
料
室
だ
よ
り
」
前
十
七
号
を
ご
参
照
下
さ
い
）。

日
本
列
島
を
取
り
巻
く
地
震
発
生
分
布
と
解
析
に
は
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
中

で
も
南
海
ト
ラ
フ
（
駿
河
湾
～
日
向
灘
沖
迄
の
海
底
の
溝
状
の
地
形
）
で
プ
レ
ー
ト

境
界
型
地
震
（
＊
１０

）
が
起
き
た
場
合
、
安
政
東
海
地
震
同
様
、
甚
大
な
被
害
が
起

こ
る
事
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
礒
部
長
恒
が
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月
、
川
合
村
（
現
津
市
）
井
上
純

蔵
の
紹
介
を
以
て
入
門
し
（
＊
１１

）「
五
先
生
」
の
筆
頭
に
掲
げ
た
足
代

あ

じ

ろ

弘 ひ
ろ

訓 の
り

は
、
伊

勢
神
宮
外
宮

げ

く

う

神
主
の
家
に
生
ま
れ
、
伊
勢
国
学
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
神
官
で
、
佐

佐
木
弘
綱
が
最
も
尊
敬
す
る
師
で
も
あ
り
ま
す
。 

幕
末
の
伊
勢
神
宮
は
「
外
国
人
の
上
陸
と
近
辺
徘
徊
は
神
地
の
汚
穢

お

え

を
生
じ
さ
せ

る
ゆ
え
、
阻
止
す
る
た
め
の
防
衛
力
が
必
要
だ
と
い
う
論
理
」
に
よ
っ
て
、
両
宮
に

大
砲
置
場
が
設
置
さ
れ
、
宮
司
が
神
宮
領
農
兵
隊
の
指
揮
を
執
り
、
文
久
三
年
（
一

八
六
三
）
に
は
最
後
の
神
戸
藩
主
・
本
多
忠 た

だ

貫 つ
ら

が
山
田
奉
行
に
任
命
さ
れ
（
初
の
大

名
就
任
）
、
万
全
の
防
衛
体
制
が
と
ら
れ
ま
し
た
。 

 

余
談
で
す
が
、
本
居
宣
長
の
没
後
門
人
と
な
っ
た
平
田
篤
胤
（
＊
１２

）
の
門
下
生
・

宮
負

み
や
お
い

定
雄

や

す

お

（
下
総
国
松
沢
村
の
名
主
）
も
、
伊
勢
参
宮
へ
の
道
す
が
ら
安
政
東
海
地

震
に
遭
遇
し
、
被
災
状
況
を
記
し
た
『
地
震
道
中
記
』
に
「
熱
田
大
神
宮
・
津
嶋
牛
頭

天
王
御
社
・
加
（
香
）
良
須
大
神
宮
の
御
宮
幷

神
主
家
・
伊
勢
神
宮
外
宮
・
内
宮
摂
社

末
社
に
至
る
ま
で
少
し
も
障
り
な
し
」
と
記
し
て
い
ま
す
（
『
地
震
道
中
記
―
安
政
東

海
大
地
震
見
聞
録
』
巌
松
堂
出
版
）。
宣
長
が
『
玉
鉾
百
首
』
第
六
十
九
首
に
「
斎 い

つ

く

（
あ
が
め
た
て
ま
つ
る
）
べ
き 

神
等 た

ち

お
き
て 

外 と

つ
国
に 

異 け

し
き
神
（
異
様
な

仏
）
を
ら
い
つ
く
も
ろ
人
」
と
詠
ん
だ
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
大
地
震
を
神
罰
と
捉
え

て
い
た
事
が
窺
え
ま
す
。 

 

最
後
に
「
忘
れ
貝
」
と
は
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
二
枚
貝
の
一
片
を
い
い
ま
す
。

「
他
の
一
片
を
忘
れ
る
」
の
意
で
、
こ
れ
を
拾
う
と
恋
し
い
人
を
忘
れ
ら
れ
る
と
言

い
、
長
恒
は
跋
文
（
後
書
き
）
に
て 

「
一
騎
哥
尽

う
た
づ
く
し

（
＊
１３

）
と
い
ふ
書
の
體
裁

て
い
さ
い

に
よ
り
て
、
震
災
以
後
の
珍
事
の
年
月
を

た
に
（
だ
に
・「
だ
け
で
も
」
の
意
）
頓 と

ミ
に
見
ま
ほ
し
く
（
す
ぐ
に
見
た
い
と
思
い
）、

彼
矉

か
の
ひ
そ
み

に
倣 な

ら

ふ
（
人
の
真
似
を
す
る
）
は
い
と
を
こ
な
る
（
極
め
て
愚
か
な
）
業
な
か

ら
、
是
は
唯 

 
 

老
の
な
ミ 

よ
せ
し
い
そ
へ
の 

忘
貝 

 
 

 

わ
す
れ
ぬ
為
に 

か
き
あ
つ
め
お
く
」 

と
、
書
名
の
由
来
を
詠
じ
て
い
ま
す
。 

（
＊
３
）
本
居
大
平
（
＊
４
参
照
）
門
人
の
国
学
者
に
し
て
石
見
浜
田
藩
士
・
斎
藤
彦
麿 ま

ろ

撰
。 

（
＊
４
）
私
塾
鈴
屋

す
ず
の
や

の
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
長
男
・
春
庭
が
失
明
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
宣
長
が
養

子
と
し
て
家
督
を
譲
っ
た
高
弟
・
本
居
大
平

お
お
ひ
ら

翁
撰
。
宣
長
同
様
紀
州
藩
に
仕
官
し
、
和
歌
山
本
居
家

を
興
す
。 

（
＊
５
）
鈴
屋
翁
（
宣
長
）
自
撰
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
七
月
に
執
筆
。
お
墓
は
菩
提
寺
・

樹
敬
寺
の
他
、
妙
楽
寺
境
内
に
七
尺
（
約
２
ｍ
１
０
㎝
）
四
方

斗
ば
か
り

の
地
面
を
買
い
取
っ
て
、
深
さ

七
尺
余
の
穴
に
埋
葬
す
る
よ
う
に
、
と
記
す
（
ど
ち
ら
も
浄
土
宗
寺
院
）
。
大
和
心
を
山
桜
花
に
た

と
え
る
程
桜
を
愛
し
た
宣
長
は
、
妙
楽
寺
墓
地
の
少
し
後
へ
塚
を
築
い
て
山
桜
の
木
を
植
え
、
後
謚

お
く
り
な

を
「
秋 ア

キ

津 ヅ

彦 ヒ
コ

美 ミ

豆 ヅ

桜
サ
ク
ラ

根 ネ
ノ

大
人

ウ

シ

」
と
す
る
他
、
葬
列
・
祭
祀
に
つ
い
て
も
絵
入
り
で
大
変
興
味
深
く

詳
述
し
て
い
る
。 

（
＊
６
）
天
明
七
年
刊
・
我
が
国
成
立
の
道
を
百
の
和
歌
で
著
し
た
、
宣
長
の
代
表
作
。 

（
＊
７
）
神
戸
城
主
織
田
信
孝
の
祈
願
寺
と
し
て
寺
領
六
百
六
十
石
を
受
領
し
栄
え
た
が
、
安
政
大

地
震
で
焼
失
。
再
建
後
の
明
治
初
年
、
廃
仏
毀
釈
（
神
道
国
教
化
政
策
に
基
づ
く
仏
教
排
斥
運
動
）

の
際
、
慎
福
寺
と
改
称
し
今
に
至
る
。 

（
＊
８
）
瀬
切
り
。
水
流
を
遮
り
止
め
る
。 

（
＊
９
）
欄
外
に
「
三
月
三
日
ハ
未
タ
嘉
永
七
年
也
、」（
朱
筆
）
と
あ
る
。 

（
＊
１
０
）
海
底
に
あ
る
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
み
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
の

先
端
が
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
「
ひ
ず
み
」
を
蓄
積
→
「
ひ
ず
み
」
が
限
界
に
達
し
、
境
界
部
分
を
元

に
戻
そ
う
と
跳
ね
上
が
り
、
地
震
が
発
生
す
る
。 

（
＊
１
１
）
長
恒
が
詠
ん
だ
百
首
を
浪
華

な
に
わ

の
萩
原
広
道
大
人
が
添
削
し
た
歌
集
『
磯
の
藻
屑
』
の
挿
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入
紙
（「
黒
田
家
資
料
」
№
２─

２
）
に
記
述
。 

（
＊
１
２
）
平
田
篤
胤
が
強
い
感
銘
を
受
け
、
本
居
宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
附
巻
と
し
た
『
三
大
考
』

の
著
者
・
服
部
中
庸

な
か
つ
ね

が
、
篤
胤
入
門
の
架
け
橋
と
な
っ
た
。 

（
＊
１
３
）
著
者
・
加
藤
有
隣
は
、
儒
学
・
神
道
・
雅
楽
・
兵
学
・
砲
術
と
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
修
め
、

常
陸
国
（
現
茨
城
県
）
笠
間
藩
の
藩
政
改
革
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
も
挫
折
。
私
塾
を
開
い
て
全
国

の
志
士
と
交
流
し
、
高
杉
晋
作
が
脱
藩
し
最
初
に
向
か
っ
た
先
が
加
藤
の
元
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
江

戸
に
帰
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
と
い
う
（
高
杉
晋
作
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。 

 

御
紋
附
御
盃
と
神
戸
藩
主
・
本
多
忠 た

だ

實 つ
ら 

 

そ
れ
で
は
本
号
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
礒
部
長
恒
が
亡
く
な
る
前
年
・
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
三
月
、
町
政
に
尽
力
し
た
褒
賞
に
下
賜

か

し

さ
れ
た
、
神
戸
藩
本
多
家
家

紋
「
立 た

ち

葵
あ
お
い

」
附
の
盃
（
写
真
参
照
・
黒
田
家
資
料
№
４
３
６
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
箱
書
） 

「
御
紋
附 

 
 

御
盃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
部
氏
珍
敬

き
ょ
う 

」 

（
箱
裏
） 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
部
良
助 

其
方
儀
、
若
年
ゟ
和
漢
之
学
ニ
志
深
く
、
勤
役
中
実
体

じ
っ
て
い

（
真
面
目
で
正
直
）
ニ
相
勤
、

毎
々
難
渋
之
者
等
救
遣
し
実
行
之
聞
有
之
段
達
御
聴
、
寄
特
之
事
ニ
被
思
召
、
依
之
為

御
賞
御
盃
幷

御
酒
料
被
下
之
、 

 
 

巳

三
月 

右
御
書
付
御
添
被
下
、
御
盃
壱
箱
・
金
弐
百
匹
拝
領
之
時
、 

 

明
治
二
年
己
巳
三
月
廿
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
十
三
老
人
磯
部
長
恒
拝
書
」 

 

       

最
後
の
神
戸
藩
主
本
多
忠
貫
は
文
人
大
名
と
し
て
知
ら
れ
、
佐
佐
木
信
綱
撰
が
明

治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
刊
行
し
た
遺
詠
集
『
桃
園
集
』（
同
№
４
４
４
）
他
、
直

筆
の
雅
歌
や
懐
紙
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
述
の
山
田
奉
行
就
任
に
つ
い
て
、
若
林

喜
三
郎
は
「
彼
は
慶
応
四
年
七
月
ま
で
勤
め
た
が
、
譜
代
の
小
藩
と
し
て
進
展
の
著

し
い
時
節
に
、
山
田
奉
行
と
い
う
絶
好
の
安
全
地
帯
に
か
く
れ
て
、
天
下
の
形
勢
を

観
望
す
る
こ
と
を
得
た
。」「
非
常
な
幸
運
」
と
記
し
て
い
ま
す
（『
旧
伊
勢
神
戸
藩
主

本
多
家
資
料
』
の
概
要
ー
そ
の
緒
言
と
序
章
ー
）。 

そ
の
後
、
藩
籍
奉
還
と
同
時
に
華
族
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
華

族
令
（
公
侯
伯
子
男
の
五
爵
）
公
布
に
よ
っ
て
子
爵
に
列
し
宮
中
勤
番
・
上
野
東
照

宮
宮
司
な
ど
を
勤
め
ま
し
た
。 

写
真
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
、
廃
藩
置
県
の
詔

し
ょ
う

書
が
布
告
さ
れ
、
県
内

諸
藩
の
知
事
免
官
と
九
月
中
の
東
京
移
住
が
命
じ
ら
れ
た
際
、
神
戸
藩
知
事
を
免
ぜ

ら
れ
た
忠
貫
の
書
付
で
、「
神
戸
城
主
本
多
河
内
守
忠
貫
公
御
直
筆
」
と
書
か
れ
た
包

紙
と
共
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
№
１
１
１ 

左
記
抜
粋
）。
激
動
す
る
時

代
の
最
中

さ

な

か

に
命
令
一
下
、
華
族
と
し
て
東
京
府
貫
属
（
管
轄
下
）
と
な
り
旧
臣
や
旧

領
民
と
の
関
係
を
絶
た
れ
た
旧
藩
主
の
手
記
で
あ
り
、
明
治
当
初
の
府
藩
県
三
治
制

か
ら
本
格
的
な
廃
藩
に
至
る
過
渡
期
を
知
る
事
の
出
来
る
貴
重
な
歴
史
資
料
と
言
え

ま
す
。 

「
旧
将
軍
ニ
於
テ
モ
天
下
ノ
形
勢
ヲ
察
シ
、
遂
ニ
政
権
ヲ
朝
廷
ニ
帰
シ
奉
レ
リ
、
付
テ
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ハ
凡
ソ
天
下
ノ
国
主
・
領
主
モ
皆
其
封 ほ

う

土
・
人
民
ヲ
奉
還

サ
シ
ア
ゲ

シ
版

籍

ト
チ
ニ
ン
ベ
ツ

全
ク
朝
廷
ニ
帰
シ

政
令
一
途
ニ
出
ツ
ル
事
ト
ハ
成
ニ
ケ
リ
、
是
ニ
於
テ
天
下
ノ
治
所
ヲ
改
メ
テ
府
・
藩
・

県
ノ
三
等
ニ
分
チ
、
各
々
知
事
・
参
事
・
属

史
（
吏
カ
）

等
ノ
官
ヲ
設
テ
人
材

ヨ
キ
ヒ
ト

ヲ
登
庸

ア
ケ
モ
チ
ヒ

シ
、
門
閥

イ
ヘ
ガ
ラ

ヲ
廃
シ
冗
官

ム
ダ
ヤ
ク

ヲ
去
リ
務
メ
テ
国
本
ヲ
饒

ユ
タ
カ

ニ
シ
玉
ヘ
リ
、
是
実
ニ
方
今

（
目
下
）

ノ
急
務
ナ
リ
、 

サ
テ
天
下
ノ
形
勢
カ
ク
一
変
シ
タ
ル
ハ
、
説
客

ベ
ン
シ
ヤ

ア
ツ
テ
之
ヲ
誑

タ
ブ
ラ

カ
シ
タ
ル
ニ
モ
非
ス
、

又
朝
威
ヲ
以
テ
之
ヲ
強
制

オ
シ
ツ
ケ

シ
タ
ル
ニ
モ
非
ス
、」 

「
忠
貫
モ

辱
か
た
じ
け
な

ク
諸
藩
ト
同
ク
知
事
職
ニ
任
セ
ラ
レ
シ
ユ
ヘ
、
此
上
ナ
キ
有
リ
難
キ

仕
合

し
あ
わ
せ

ニ
テ
、
何
卒
君
恩
万
分
ノ
一
ヲ
モ
報
シ
奉
リ
度
ト
存
シ
テ
、
今
迄
ハ
各
々
方
ノ
支

配
ヲ
致
シ
居
タ
レ
ト
モ
、
今
般
御
改
革
ニ
テ
諸
藩
ヲ
廃
シ
テ
皆
県
ト
ナ
シ
玉
ヘ
リ
、
因

テ
我
等
モ
同
ク
職
ヲ
免
セ
ラ
レ
召
サ
レ
テ
東
京
ニ
帰
ル
ナ
リ
、」 

「
汝

等

苟

な
ん
じ
ら
い
や
し
く

モ
辱
ク
忠
貫
ノ

舊

（
フ
ル
キ
ナ
ジ
ミ
）

ヲ
思
ヒ
玉
ハ
ラ
ハ
、
吾
ガ
為
メ
ニ
私
情
ヲ
去
リ

公
義
ヲ
思
ヒ
各
々
方
向
ニ
迷
ハ
ス
シ
テ
、
只
一
途
神
妙
ニ
朝
旨
ヲ
奉
シ
新
知
事
ニ
事
マ

ツ
リ
職
員
・
士
卒
・
社
寺
・
農
工
商
ノ
者
共
迄
モ
各
其
職
分
ヲ
勉

励

ツ
ト
メ
ハ
ゲ
ミ

シ
、
国
家
ニ
裨
益

タ
メ
ス
ジ

ア
ル
ヲ
務
ト
シ
、
此
ヲ
以
テ
忠
貫
ニ
報
ヒ
玉
ヘ
カ
シ
、
是
ノ
ミ
汝
等
ニ
冀

ネ
ガ
ヒ

望
ノ
ゾ
ム

ス
ル
所

ナ
リ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
府
貫
属 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

華
族 

明
治
四
辛
未
九
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

従
五
位
本
多
忠
貫 

（
明
治
三
十
一
年
正

し
ょ
う

四
位

し

い

叙
位
） 

 

神
戸
縣
御
管
下 

四
民
御
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 

 

本多忠貫 

（忠貫書付 廃藩置県により東京へ移るにあたり伝え置く書） 


